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１ 自治体経営改革実行計画（アクションプラン）の基本的事項 

（１）策定の趣旨 

自治体経営改革実行計画（以下、「アクションプラン」という。）は、「金ケ崎町自治体経営

（行政経営と地域経営）改革大綱－金ケ崎町第５次行財政改革大綱―」（以下、「大綱」とい

う。）に掲げた基本理念を実現するための３つの基本方針と改革の内容に沿って、具体的な

内容とスケジュール、項目ごとの目標等を示すものです。 

本アクションプラン改訂版では、当初の計画期間であった令和４年度までの５か年間の実

施状況等を踏まえ、今後、優先的に取り組むべき取組内容を整理し、その取組内容について、

具体的取組事項、各年度の実施計画及び目指す目標指標等を設定します。 

 

（２）計画期間 

総合計画との整合を図る観点から、大綱の計画期間を３年間延長したことに伴い、延長期

間である令和５年度から令和７年度までの３年間をアクションプランの計画期間とします。 

 

（３）進捗管理 

アクションプランは、個別の具体的取組事項について進捗管理を行い、その評価等を踏ま

えて、随時、内容の見直しを行います。 

また、自治体経営に係る大幅な制度改正や社会情勢等の変化が生じた場合、または総合

計画との整合を図るために見直しが生じた場合は、その都度必要な見直しを行います。 

 

２ 大綱の取組み状況と今後の方向性 

（1）実施状況評価と令和５年度以降の方向性 

令和元年度から令和４年度における各取組内容について、実施計画に対する実施状況を

Ａ～Ｅの５段階で区分し、実施状況と行財政運営上の優先度等を踏まえて、下表のとおり整理

します。（各取組内容の評価については「５ アクションプランの取組一覧」に掲載） 

 

評価 実施率 項目数 
今後の方向性 

（ア） （イ） （ウ） （エ） 

Ａ 100％ 21 14 ６ １  

Ｂ 75％以上～100％未満 6 ２ ２ ２  

Ｃ 50％以上～75％未満 11  ３ ４ ４ 

Ｄ 25％以上～50％未満 7  ２ １ ４ 

Ｅ 25％未満 10  ６ ２ ２ 

合 計 55 16 19 10 10 

 

【今後の方向性の区分】 

（ア）上記の評価により一定程度の実施がなされたと判断される項目 

（イ）今後の行財政運営上、優先度が高いと思われる項目 

（ウ）重点取組内容（イ）に関連して推進が図られる項目 

（エ）上記（ア）～（ウ）以外で、継続して取り組む項目 
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（2）延長期間における取組内容 

上記の整理を踏まえ、改定版アクションプランにおいて進捗管理を実施する取組内容は、

（イ）、（エ）に分類される 29項目とし、別紙体系図に示します。 

 

３ 中期財政見通し 

令和４年１１月に作成した中期財政見通しにおける令和５年度から５年間の財政状況の見通

しは下記のとおりです。 

各年度の予算はその年度の歳入の範囲内で行うことを基本としていますが、財源不足に対応

するため財政調整基金を財源として活用してきました。今後、経済の急激な悪化などによる町

税等の減収や不測の事態による突発的な歳出増に対処しながら安定した財政運営を行うため

には、基金を一定規模で維持していく必要があります。 

財政調整基金残高の全国一律の基準はありませんが、不測の事態へ対応するため、残高１５

億円（標準財政規模の約２６％）を維持していくこととしています。中期財政見通しの作成にあ

たっては、事業費が確定していない事業や長寿命化事業の計上を見送ることにより財政調整

基金の取り崩しが少ない状況ですが、令和９年度には基金残高が約４億円まで減少する見通

しとなり、残高１５億円を確保することが困難な状況です。行財政改革の取組みを通じ、この歳

入と歳出の乖離幅を縮減していくことが求められます。 

 

（１）各年度の予算額及び財政調整基金残高の見通し 

                                                                         （単位：億円） 

 令和 4年度 

(肉付後) 
令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

歳入 85.3 88.7 85.5 84.7 81.6 83.2 

歳出 92.3 92.2 90.5 89.4 85.3 88.2 

不足額（繰入額） 7.0 3.4 4.9 4.7 3.8 5.0 

財政調整基金残高 17.8 15.9 12.7 9.6 7.5 4.0 

※歳入は、国県支出金、町債のほか特目基金等を財源として計上した総額となります。 

※不足額に財政調整基金を繰り入れることで歳入歳出総額が同額となるよう組み立てています。 
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（２）各年度の性質別歳出予算額の見通し 

                                                                      （単位：億円） 

歳  出 Ｒ４(肉付後) 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

人件費 15.8 16.0 15.8 15.8 15.8 15.8 

扶助費 13.9 13.6 13.6 13.6 13.6 13.6 

公債費 8.3 7.6 7.2 7.2 6.9 6.9 

義務的経費計 38.0 37.2 36.6 36.7 36.4 36.4 

投資的経費 5.8 9.4 8.5 8.4 6.1 5.6 

物件費 15.0 13.4 12.6 12.4 11.5 12.8 

補助費等 18.5 17.9 18.5 17.1 16.5 18.2 

維持補修費 7.3 7.0 6.8 6.9 6.7 6.8 

繰出金 5.9 5.6 5.7 6.0 6.0 5.9 

その他 1.8 1.6 1.8 2.0 2.2 2.4 

歳出合計 92.3 92.2 90.5 89.4 85.3 88.2 

 

 

４ 具体的な進捗管理の手法 

アクションプランの進捗については、内部と外部の委員会により評価等を行うこととし、内部の

進捗管理・評価等は「金ケ崎町行政改革推進本部」において実施します。また、内部評価等に

基づき、外部評価については「金ケ崎町行政改革推進委員会」が担うものとします。 

 

（１）金ケ崎町行政改革推進本部 

金ケ崎町行政改革推進本部は、以下に掲げる事項について、点検・進捗管理を行うものと

する。 

①具体的取組事項の確認 

②具体的取組事項の進捗管理と評価（内部評価） 

③具体的取組事項の評価に基づく改善に関すること 

 

（２）金ケ崎町行政改革推進委員会 

金ケ崎町行政改革推進委員会は、以下に掲げる事項について、進捗管理、効果検証を行

うものとする。 

①具体的取組事項の進捗管理と内部評価に基づく効果検証（外部評価） 

②具体的取組事項の評価に基づく改善及び反映に関すること 
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５ アクションプランの取組一覧 

（１）体系図（R5年度～R7年度における取組内容は色付けで表示） 
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（２）具体的取組事項 一覧表（別紙） 
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